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論 文 内 容 の 要 旨 
 日本を含み、これまでに多くの国が地震による多大な被害を受けてきた。また、近い将来、東南海















 一般家庭で多く飼育されている犬や猫に焦点を当て、2011 年 3 月 11 日に発生したモーメントマグ
ニチュード（Mw）9.0 の「東北地方太平洋沖地震」の前に地震前兆的行動が現れていたかどうか、ま
たどのような行動が多かったのかを web アンケートによって調査した。その結果、犬において 18.7%
（236/1259）、猫では 16.4%（115/703）が地震の前に行動変化していたことが明らかとなり、行動変
化を示した動物の半数以上は地震の 24 時間前までに変化を示していた。また 1 日以上前に行動変化を
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示した動物は、行動変化を示した全体のうち、犬で 23.3％、猫で 25.0％であった。また変化した行動










馬、および亀において、一定範囲内で発生した M6 を超える地震の 1 週間前までに行動頻度が顕著に
増加することが複数回あり、特に猫では 4 回中 3 回、顕著な増加が確認された。時系列解析の結果、
Maekawa ら（2006）が考案した日々の地震活動量の指標となる実効マグニチュード（Meff; Effective 













まず、東北地方太平洋沖地震に先行した乳量の変動があったかを検証した結果、地震の 3 日前から 6
日前にかけて、震源地から最も近い距離（340 km）に位置する牧場で有意な乳量の減少がみられた
（P < 0.01）。また、複数の地震との関連性を検証した結果、全ての施設における毎日の乳量平均値は、
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第二節：地震前兆としての採卵鶏における産卵率に関する調査 
 第二節では、乳量と同様、毎日記録されており、ストレス刺激によって低下することが知られてい




おいて有意な低下が地震発生の 7 日前と 9 日前にみられていたことが明らかとなった。複数の地震と

















































 一般家庭で飼育されている犬や猫に焦点を当て、2011 年 3 月 11 日に発生したモーメントマグニ











生した M6 を超える地震の 1 週間前までに行動頻度が顕著に増加することが複数回あり、特に猫では 4
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回中 3 回、顕著な増加が確認された。時系列解析の結果、Maekawa ら（2006）が考案した日々の地










たかを検証した結果、地震の 3 日から 6 日前にかけて、震源地から最も近い距離（340 km）に位置す
る牧場で有意な乳量の減少がみられた（P < 0.01）。また、複数の地震との関連性を検証した結果、全
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家庭動物の活動量の自動収集ができるシステムを考案し、現在、試行している。 
 地震前兆現象には動物の他に電磁気学的異常や、ラドン濃度の異常などが知られている。地震予測
は、これら複数の現象を統合して行うことでより精度の高めることができると考えられる。 
 乳量や産卵率、その他の物理的・化学的現象を観測して、それらの情報を統合し、まずある程度の
地震発生危険度を予測する。これらに変化が現れた時、伴侶動物の行動変化にもより注意を払うこと
によって、何時、何処で、どの程度の地震が発生するか、予測できる。 
 本研究で得られた結果は、動物を利活用した意義ある成果として高く評価できることから、動物応
用科学の博士（学術）の学位を授与するのに相応しい研究と判定した。 
 
